
内
閣
衆
質
一
六
〇
第
四
八
号

平
成
十
六
年
九
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
佐
藤
謙
一
郎
君
提
出
瀬
戸
市
紺
屋
田
町
・
東
印
所
町
の
珪
砂
採
掘
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
日
受
領

答

弁

第

四

八

号



衆
議
院
議
員
佐
藤
謙
一
郎
君
提
出
瀬
戸
市
紺
屋
田
町
・
東
印
所
町
の
珪
砂
採
掘
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
に
お
い
て
は
、
「
必
要
な
措
置
」
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
特
定

の
取
組
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
六
年
七
月
十
六
日
内
閣
衆
質
一
五
九
第

一
九
七
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
事
業
者
は
同
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
公
害
を
防
止
し
、
又
は
自
然
環
境
を
適
正
に
保
全
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
責
務
を
有
し
て
お
り
、
事
業
者
が
、
そ
の
事
業
活
動
に
係
る
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
適
正
に
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

前
回
答
弁
書
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
八
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
愛
知
県
珪
砂
鉱
業
協
同
組
合
（
以
下
「
本
件
事
業
者
」
と

い
う
。
）
が
租
鉱
権
を
有
す
る
愛
知
県
瀬
戸
市
東
印
所
町
及
び
同
市
紺
屋
田
町
の
租
鉱
区
（
以
下
「
本
件
租
鉱
区
」
と
い

う
。
）
に
係
る
施
業
案
（
以
下
「
本
件
施
業
案
」
と
い
う
。
）
を
中
部
経
済
産
業
局
長
が
認
可
し
た
際
、
同
市
が
二
千
五
年

一



日
本
国
際
博
覧
会
（
以
下
「
愛
・
地
球
博
」
と
い
う
。
）
の
開
催
地
で
あ
る
と
い
う
事
情
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
は
考

え
て
い
な
い
が
、
中
部
経
済
産
業
局
に
お
い
て
瀬
戸
市
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
租
鉱
区
に
つ
い
て
は
、
採
掘
開
始
後

も
そ
の
周
囲
を
取
り
囲
む
形
で
森
林
が
残
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
中
央
自
動
車
道
西
宮
線
の
多
治
見
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
愛
・
地
球
博
瀬
戸
会
場
に
向
か
う
来
場
者
が
主
と
し
て
通
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
一
般
国
道
二
百
四
十
八
号
及
び
一
般
国

道
四
百
七
十
五
号
並
び
に
御
指
摘
の
「
品
野
陶
磁
器
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
は
、
本
件
租
鉱
区
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
博
覧
会
の
記
念
事
業
」
と
は
、
ア
メ
リ
ゴ
・
ホ
フ
マ
ン
氏
の
指
導
に
よ
る
欧
州
式
治
山
事

業
の
施
行
か
ら
百
年
が
経
過
す
る
こ
と
を
記
念
し
、
愛
知
県
と
同
県
瀬
戸
市
が
共
催
す
る
行
事
等
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
考

え
る
が
、
当
該
行
事
等
は
、
「
ホ
フ
マ
ン
工
事
跡
」
で
は
な
く
、
瀬
戸
市
南
公
園
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て

い
る
。

本
件
租
鉱
区
に
お
い
て
実
施
す
る
鉱
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
中
部
経
済
産
業
局
長
が
一
般
公
益
に
つ

い
て
考
慮
し
た
上
で
認
可
し
た
本
件
施
業
案
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
博
覧
会
の
理
念
を
貶
め
る
」
と
の
御

指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
採
掘
後
の
伐
採
跡
地
の
植
栽
及
び
緑
化
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
る
植
生
は
、
現
存
の
森
林
の
植
生
と
は
必
ず
し
も
同

二



じ
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

け
い

瀬
戸
市
内
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
他
の
珪
砂
採
掘
場
に
お
い
て
も
本
件
事
業
と
同
様
の
散
水
等
に
よ
る
粉
じ
ん
抑
制

対
策
を
講
じ
つ
つ
露
天
掘
り
に
よ
る
採
掘
が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
愛
知
県
及
び
同
県
瀬
戸
市
が
設
置
し
た
瀬

戸
市
内
の
一
般
環
境
大
気
測
定
局
（
以
下
「
測
定
局
」
と
い
う
。
）
で
一
時
間
ご
と
に
測
定
さ
れ
た
粒
径
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
量
の
一
日
当
た
り
の
平
均
値
（
以
下
「
一
日
平
均
値
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
利
用

で
き
る
最
新
の
デ
ー
タ
で
あ
る
平
成
十
四
年
度
の
測
定
値
に
よ
れ
ば
、
五
つ
の
測
定
局
の
う
ち
、
一
つ
の
測
定
局
に
お
い
て

「
大
気
の
汚
染
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
十
八
年
環
境
庁
告
示
第
二
十
五
号
）
に
定
め
る
環
境
基
準
（
以
下

「
環
境
基
準
」
と
い
う
。
）
を
超
過
し
た
値
が
測
定
さ
れ
た
日
が
一
日
あ
る
も
の
の
、
「
大
気
汚
染
に
係
る
環
境
基
準
に
つ

い
て
」
（
昭
和
四
十
八
年
六
月
十
二
日
付
け
環
大
企
第
百
四
十
三
号
通
知
）
で
示
し
た
「
長
期
的
評
価
」
の
手
法
を
用
い
、

年
間
を
通
じ
て
測
定
さ
れ
た
一
日
平
均
値
の
う
ち
上
位
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
も
の
を
除
く
な
ど
し
て
年
間
の
測
定
値
全
体
に
つ

い
て
評
価
を
行
っ
た
場
合
、
測
定
局
が
設
置
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
地
点
に
お
い
て
、
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
い
え

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
散
水
等
に
よ
る
粉
じ
ん
抑
制
対
策
に
特
段
の
問
題
が
あ
る
と
は
い
え
な
い

三



と
考
え
て
い
る
。

本
件
事
業
の
よ
う
に
、
珪
砂
の
選
鉱
作
業
を
行
わ
ず
、
火
薬
に
よ
る
岩
盤
等
の
破
壊
を
伴
わ
な
い
採
掘
方
法
を
用
い
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
浮
遊
粒
子
状
物
質
が
発
生
し
に
く
く
、
ま
た
、
本
件
事
業
に
お
い
て
は
、
採
掘
開
始
後
も
本
件

租
鉱
区
の
周
囲
を
取
り
囲
む
形
で
森
林
が
残
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
本
件
事
業
の
実
施
に
際
し
て
、
散
水
等
に
よ
る
粉
じ
ん

抑
制
対
策
に
追
加
し
て
特
段
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
仮
に
瀬
戸
市
に
お
い
て
環
境
基

準
を
上
回
る
浮
遊
粒
子
状
物
質
が
継
続
的
に
観
測
さ
れ
る
な
ど
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
原
因
の

究
明
等
適
切
な
対
応
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
愛
知
県
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
事
業
者
が
採
掘
後
の
埋
戻
し
に
表
廃
土
や
公
共
工
事
の
残
土
（
以
下
「
表

廃
土
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
際
に
は
、
鉱
業
権
者
た
る
同
県
が
、
租
鉱
権
設
定
契
約
書
に
基
づ
き
本
件
事
業
者
か
ら

提
出
さ
れ
る
「
跡
地
整
理
計
画
書
」
に
よ
っ
て
、
使
用
予
定
の
表
廃
土
等
の
出
所
を
確
認
し
、
そ
の
出
所
に
係
る
過
去
の
土

地
利
用
の
状
況
等
を
確
認
し
た
上
で
当
該
表
廃
土
等
の
使
用
の
是
非
を
判
断
す
る
が
、
そ
の
際
、
当
該
表
廃
土
等
に
一
定
の

量
を
超
え
る
有
害
物
質
が
含
ま
れ
る
疑
い
が
あ
る
場
合
、
本
件
事
業
者
に
対
し
て
必
要
な
調
査
や
報
告
を
求
め
、
実
際
に
か

か
る
有
害
物
質
の
含
有
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
表
廃
土
等
を
埋
戻
し
に
使
用
す
る
こ
と
を
了
解
し
な
い
と
の
こ
と

四



で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
泉
町
水
害
発
生
区
域
」
と
は
、
愛
知
県
瀬
戸
市
泉
町
に
お
い
て
、
昭
和
三
十
二
年
八
月
の
豪
雨
の
際
に
発
生

し
た
粘
土
採
掘
の
廃
土
の
捨
場
の
崩
壊
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
地
域
を
指
す
も
の
と
考
え
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「
同
一

の
丘
陵
」
に
つ
い
て
は
、
何
を
も
っ
て
「
同
一
」
と
い
う
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
当
該
地
域
は
、
本
件
租
鉱
区

か
ら
四
百
メ
ー
ト
ル
程
度
離
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
住
民
の
声
」
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
本
件
事
業
者
が
行
っ
た
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
申
請
に

つ
い
て
は
、
関
係
す
る
法
令
等
の
規
定
に
基
づ
き
厳
正
に
審
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

れ
き

お
尋
ね
の
「
近
年
の
選
鉱
技
術
の
進
歩
」
と
は
、
粗
鉱
か
ら
砂
礫
等
を
除
去
し
て
珪
砂
の
み
を
取
り
出
す
技
術
の
向
上
に

よ
り
、
珪
砂
の
含
有
率
の
低
い
砂
礫
層
か
ら
珪
砂
を
効
率
的
に
採
取
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

本
件
事
業
者
が
粗
鉱
を
珪
砂
精
製
業
者
以
外
に
販
売
し
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
中
部
経
済
産
業
局
に
よ
る
本
件
施

業
案
の
認
可
に
係
る
審
査
の
際
に
、
同
局
の
担
当
者
が
本
件
事
業
者
に
直
接
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。五



本
件
事
業
者
か
ら
は
、
本
件
租
鉱
区
か
ら
採
掘
さ
れ
る
よ
う
な
、
粘
土
分
を
含
み
砂
礫
等
の
大
き
さ
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い

粗
鉱
を
精
製
せ
ず
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
の
骨
材
や
埋
立
て
用
の
土
砂
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
一
般
的
で
は
な
く
、
粗
鉱
の
ま

ま
転
売
し
よ
う
と
し
て
も
買
い
手
が
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
本
件
事
業
者
か
ら
粗
鉱
を
購
入
し
た
珪
砂
精

製
業
者
が
当
該
粗
鉱
を
粗
鉱
の
ま
ま
転
売
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
珪
砂
に
つ
い
て
は
、
珪
砂
が
存
在
す
る
鉱
床
に
お
け
る
二
酸
化
珪
素
の
含
有
率
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
場

合
、
鉱
業
法
第
三
条
第
一
項
の
珪
石
に
は
当
た
ら
ず
、
鉱
業
権
の
設
定
が
で
き
な
い
と
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
「
選
鉱
技
術

の
進
歩
に
伴
い
採
掘
地
区
が
無
制
限
に
拡
大
す
る
危
険
性
」
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

三
に
つ
い
て

鉱
業
法
第
一
条
の
「
公
共
の
福
祉
」
の
内
容
は
、
経
済
的
利
益
の
他
に
、
保
健
衛
生
に
係
る
も
の
を
始
め
と
す
る
様
々
な

利
益
を
含
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
中
部
経
済
産
業
局
に
お
い
て
は
、
本
件
施
業
案
の
認
可
に
つ
い
て
、
特
に
一
般
公
益
に
係
る
具
体
的
な
検
討
の
経

過
を
取
り
ま
と
め
た
資
料
は
作
成
し
て
い
な
い
が
、
本
件
施
業
案
の
内
容
の
審
査
、
鉱
区
及
び
周
辺
の
現
地
調
査
、
申
請
者

か
ら
の
事
情
聴
取
等
を
実
施
す
る
際
に
、
本
件
施
業
案
に
従
っ
た
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
保
健
衛
生
等
の
一
般
公
益
に
反
す

六



る
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
に
つ
い
て
確
認
し
つ
つ
、
本
件
施
業
案
の
適
否
に
つ
い
て
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七


